
プロフィー ル 本 演 奏 会 に よ せ て

愛知県立芸術大学音楽学部を経て同大学大学院音楽研究科修了。中村桃子賞受

賞。ヴァイオリンを青山泰宏、大久保ナオミ、福本泰之、Ewald Danel、岡山芳子

の各氏に師事。指揮を紙谷一衛氏に師事。第11回日本クラシック音楽コンクール

第3位。第1回宗次ホール弦楽四重奏コンクール第1位。併せて聴衆賞、オーナー

賞獲得。2007年、2010年及び2012年小淵沢室内楽セミナーにて最優秀カル

テットとして「緑の風　音楽賞」受賞。2012年には講師特別賞を同時受賞。2000

年～岐阜管弦楽団、2004年～2021年愛知室内オーケストラコンサートマスター、

2022年4月～中部フィルハーモニー交響楽団常任客演コンサートマスターを務める。

愛知県立芸術大学非常勤講師。平成29年度愛知県芸術文化選奨受賞。

平光 真弥
客演コンサートマスター

1977年に開催されたカラヤン・コンクール・

ジャパンで、ベルリン・フィルを指揮し、第２

位に入賞。カラヤン氏に招かれて、ベルリン

を中心に研鑚を積む。帰国後は全国の主要

オーケストラに客演し、クラシック・コンサー

トはもとより、オペラ、バレエ、ミュージカルな

ど第一線で活躍中。特に、映画音楽分野での活躍はめざましく、生オーケストラ演奏と映像をシンクロさせた「ファンタジア　

シネマ・ライヴ」公演（1991年）や、マイケル・ナイマン氏との「ピアノ・レッスン」組曲日本初演、ミシェル・ルグラン氏と

の「生誕80年記念ジャパンツアー」での共演、デヴィット・ヘルフゴット氏とのラフマニノフ作曲「ピアノ協奏曲第3番」共

演など、歴史的なコンサートにも名を連ねている。映画音楽のCDレコーディングにも積極的に参加。オリジナル・スコア

を使用したキングレコードの企画「シンフォニック・フィルム・スペクタキュラー」シリーズ等、その録音数はすでに100曲を

超えている。また映画で使われたサウンドを出来るだけ忠実に復元したオーケストラ楽譜を制作、数多くの名作映画を積極

的にコンサートで取り上げている。さらに、自身の企画・構成による“映像付コンサート・シリーズ”を各地で展開。「ローマ

の休日」「カサブランカ」など往年の名画はもちろん、「トムとジェリー」やディズニー映画「ファンタジア」などのアニメーショ

ン映画も取り上げ、全国各地で好評を博している。名古屋芸術大学名誉客員教授。

竹本 泰蔵
指　揮 　1900年代、音楽の世界に大きな変化が訪れました。クラシック音楽は、調性を失ったことでソナタ形式

が成立せず、行き先を失いつつありました。

　1950年代からはロックンロールが世界を圧倒。プレスリーやビートルズが、今まで職業音楽家の仕事

だった作曲や演奏を、アマチュアの世界に解放しました。

　クラシック音楽の未来はどうなるのか？そんな折、一つの道が見えてきました。

　第2次世界大戦で、活動の場をアメリカに移したユダヤ系作曲家が、映画音楽という分野で頭角を現し

ます。「風と共に去りぬ」のM.スタイナーはじめ、E.コルンゴールド、F.ワックスマン…。

　ここにアメリカ人の新たな才能が加わります。映画音楽の現場で経験を積み、オーケストラに新たな可

能性を見出した、ジョン・ウィリアムズです。

　「スター・ウォーズ」に代表される彼の作品は、20世紀の混沌とした音楽の流れの中で生み出された、ま

さに奇跡のような作品です。

　近年はウィーン・フィルやベルリン・フィルでも演奏され、その存在感を決定的なものにしました。新たな

るクラシック作品「スター・ウォーズ」。今後も世界中のオーケストラで演奏され続けることでしょう。

　今日、このコンサートで「スター・ウォーズ」を演奏できることを心から嬉しく思っています。どうぞ最後まで

ごゆっくりお楽しみください。
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指　揮　竹本 泰蔵




